
一般財団法人自治体国際化協会(CLAIR)、 

20言語で新型コロナウイルス感染症に対する情報を発信 

一般財団法人自治体国際化協会(CLAIR)（以下、「CLAIR」という。）が運営する「多文化共生ポータル」サイ

トでは、新型コロナウイルス感染症について、日本語が苦手な外国人にも理解できるよう、多言語で予防対策や

さまざまな相談センターの紹介を行っています。 

CLAIRは自治体の共同組織で、このポータルサイトでは多文化共生に関する施策立案や情報収集をサポートし

ています。 

新型コロナウイルス感染症に関するサイトは、令和２年１月30日から運営されており特定の言語しか分からな

い外国人にも一目で分かるように工夫されています。 

「新型（しんがた）コロナウイルスについて＜やさしいにほんご＞／About the New Coronavirus＜English＞」

と題したサイトは、日本語を含む20言語（やさしい日本語、英語、タイ語、ベトナム語、タガログ語、フランス

語、ハングル語（韓国語・朝鮮語）、中国語（简体字）、中国語（繁体字）、ポルトガル語、スペイン語、インド

ネシア語、ネパール語、ミャンマー語、ドイツ語、ロシア語、クメール語、モンゴル語）に対応しています。 

サイトは、「新型コロナウイルスの病気COVID-19について」、「経済的な支援について（おかねのことでこま

ったら）」、「出入国在留管理庁からのおしらせ」、「そのほかの情報」の４ブロックに分けて構成されています。 

例えば、「新型コロナウイルスの病気COVID-19について」では「病院へ 行くときに つかえる いろいろ

な 言葉の ガイドブック」が、「経済的な支援について」では「特別定額給付金（とくべつていがくきゅうふ

きん）について」などが紹介されています。また、「そのほかの情報」では、相談センターの一覧を示すQRコー

ドや、「NHK WORLD-JAPAN」（18言語対応）などが掲載されています。 

CLAIRの多文化共生課では、今後について「外国人の知人がいる人にも広く知って欲しい。全国の自治体や国

際交流協会をつなぐクレアとしてできることをしながら、ユニバーサルな観点から多言語環境を整えていければ

と考えており、そのための一助として、このポータルサイトが機能するよう、充実を図っていきたい。」と話し

ています。 

多文化共生ポータルサイトは、以下のURLからご覧いただけます。 

URL：http://www.clair.or.jp/tabunka/portal/info/contents/114517.php 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        (令和２年6月作成) 

問い合わせ先 

一般財団法人自治体国際化協会(CLAIR) 多文化共生部多文化共生課 

電話：03-5213-1725   

Email : tabunka@clair.or.jp 

 

http://www.clair.or.jp/tabunka/portal/info/contents/114517.php

